
 

 
 

      
 

  

IR 情報：Q&A～よく頂くご質問と当社の回答～ 
 
投資家の皆様に当社への理解をより深めて頂くために、また、開示情報の公平性の観点から、IR に

関してよく頂くご質問と、当社の回答を公開いたします。 

 
Q＿オンラインゲームの開発状況について教えてください。 

A＿オンラインゲームの開発状況についての進捗状況は以下のとおりです。 

 

・ソーサリアンオンラインについて 

現在ゲーム内容の改良中です。また、開発会社、パブリッシャーと販売方法について協議中という状

況です。年内のサービス開始に向けて準備中ですが、未定部分がありますため、サービス開始の日程、

販売方法等が決定しましたら、順次公表いたします。 

・イースオンライン、ぐるみんオンラインについて 

それぞれ今年末頃から韓国でのサービス開始をめどに開発中です。 

こちらも具体的なサービス開始の日程、販売方法が決定しましたら順次公表いたします。 

 

Q＿ライセンス商品の発売予定を教えてください・ 

A＿ライセンス製品の今後の発売予定は以下のとおりです。 
 

発売日 タイトル名 機種 発売元 

平成 18 年 3月 2日 イース-ナピシュテムの匣- 

（コナミ ザ・ベスト） 

PS２ コナミ㈱ 

平成 18 年 3月 23 日 イース・ストラテジー 任天堂 DS ㈱マーベラスインタ

ラクティブ 

平成 18 年 3月 30 日 ＹｓⅤ ロスト ケフィン キング

ダム オブ サンド 

PS２ ㈱タイトー 

 

Q＿平成 18 年 9 月期第１四半期の減益要因と四半期ごとの業績変動が大きい理由を教えてください。 

A＿当社は四半期毎に業績変動が大きくなる特徴がありますので説明します。 

 

・第１四半期の減益要因について 

第１四半期につきましては、新製品の発売により製品部門の売上高は前年対比で増収となりましたが、

利益率が極めて高いロイヤリティ収入が減少したため、前年同期と比較して大幅の減益となっておりま

す。今期の見通しにつきましては、平成18年3月に大型タイトル「空の軌跡SC」を発売すること、その他

ライセンスの新規契約を見込んでいることから、業績予想は修正しておりません。 

・業績変動が大きい事について 

当社の売上高計上の特徴としましては、製品売上は発売時、ロイヤリティ収入は契約時に計上される

という傾向があります。そのため、製品部門では、当社の大型タイトルが発売される四半期の売上高、利

益額は高くなる傾向にあります。 

また、ロイヤリティ収入は、契約時点で受け取る最低保証金を収入として計上し、そのライセンス商品

が最低保証金を超えて販売された部分について追加でロイヤリティ収入を計上するパターンと、最低保

証金が無く、ライセンス商品が販売された都度、販売額に応じてロイヤリティ収入が計上されるパターン

があります。そのため、多額の最低保証金がある契約が締結された時にロイヤリティ収入が集中して計

上されるため、その契約時期により四半期毎に業績が変動する特徴があります。主に家庭用ゲーム機

向けのライセンス契約は最低保証額が設定されており、携帯電話向けの契約は月々の販売額に応じて

ロイヤリティ収入が計上されるという傾向があります。                            以上 
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